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災害時のツイート分析と関連情報の同時可視化システム 
 

山田実俊 1 宇津圭祐 1 内田理 1 

 

概要：大規模災害が発生した際に被害を最小限に食い止めるためには，迅速かつ的確な情報収集・伝達が重要である
が，そのような観点から災害時のソーシャルメディア，特に Twitterの利活用に注目が集まっている．本研究では，令
和元年東日本台風や令和 2年 7 月豪雨時に投稿されたツイートについて，共起ネットワークを用いてツイートの内容

を俯瞰的に可視化した．さらにツイートに添付された画像や降水量などのツイートの内容と関連するデータを抽出
し，その情報を共起ネットワークと同時に可視化するシステムを作成した． 
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Abstract: To minimize damage during disasters, the rapid collection and delivery of accurate information are essential. From this 

perspective, the use of social media, especially Twitter, in the case of a disaster has been attracted worldwide attention. In this 

study, we consider visualizing the contents of the tweets posted at the 2019 Typhoon Hagibis and the Kyushu flood disaster in July 

2020. We also develop a system to visualize the tweets’ contents and the precipitation on the day or attached images simultaneously. 
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1. はじめに   

 近年，日本では多数の自然災害が発生している．平成 29

年 7 月の九州北部豪雨や平成 30 年 7 月豪雨，平成 30 年台

風第 21 号，令和元年東日本台風（台風第 19 号），そして令

和 2 年 7 月豪雨などでは，甚大な被害も発生した．このよ

うな大規模災害が発生した際に被害を最小限に食い止める

ためには，迅速かつ的確な情報収集・伝達が重要であるが，

そのような観点から災害時の SNS，特に Twitter の利活用

に注目が集まっている[1]．2011 年 3 月の東日本大震災の際

には，多くの被災者が津波や避難所，公共交通機関の運行

状況に関する情報の収集に Twitter を活用した[2]． 

一方，大規模災害時には，ツイート数が爆発的に増加す

ることが知られており，例えば，東日本大震災発生当日に

は，約 3,300 万件ものツイートが投稿されたことが判明し

ている[3]．また，大阪府北部地震の際には，地震発生直後

の 6 月 18 日午前 8 時からの 10 分間の間に「地震」という

単語を含むツイートが 27 万件以上投稿されていた[4]．そ

のため，災害時の Twitterの有効活用に向けて，ツイートの

特徴を分析することは重要である[5]．我々は大阪府北部地

震，平成 30 年 7 月豪雨，平成 30 年台風第 21 号などにつ

いて，ツイート数の変動，および利用されているハッシュ

タグや絵文字などを分析してきた[4][6][7]． 
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本研究では，ツイート分析と関連がある情報として，添

付画像（動画）や降水量との関係に着目して分析を行う．

特にツイート数が急上昇するタイミングとの関連が見つか

れば，その時間帯での防災・避難行動の誘発や支援につな

がると考えられる． 

そこで本研究では，令和元年東日本台風や令和 2 年 7 月

豪雨時に投稿されたツイートについて，共起ネットワーク

を用いてツイートの内容を俯瞰的に可視化した．そして，

ツイート内容と関連する添付画像や降水量の情報を同時に

可視化するシステムを作成した． 

 

2. 分析対象のツイート 

 本研究では令和元年東日本台風（台風第 19 号）と令和 2

年 7月豪雨に関するツイートを Twitter search API によって

収集した．令和元年東日本台風では，2019 年 10 月 12 日～

13 日に投稿された「千曲川」を含むオリジナルツイート（リ

ツイートではないツイート）を対象とした．ツイート数は

64,813 件，そのうち添付画像付きツイートは 4,755 件であ

った．さらにニュース記事と思われるツイート（URL 付き

のツイート）を取り除いた 4,209 件を対象データとした．

令和 2 年 7 月豪雨では，2020 年 7 月 4 日～9 日に投稿され

た「大雨」という単語を含むオリジナルツイート 476,084 件 
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図 1: ツイート数の推移（令和元年東日本台風） 

 

 

図 2: ツイート数の推移（令和 2 年 7 月豪雨） 

 

を対象データとした． 

 それぞれのツイート数を 10 分ずつ集計した結果を図 1，

図 2 に示す．令和元年東日本台風（図 1）では，10 月 12 日

20 時 50 分頃の千曲川の氾濫発生と，13 日 6 時 50 分頃に

朝のテレビニュースで被害の状況，特に新幹線車両基地が

水没した映像の報道が注目を浴びていた．令和 2 年 7 月豪

雨（図 2）では，7 月 4 日 4 時頃の熊本県・鹿児島県での大

雨特別警報，6 日 16 時頃の長崎県・佐賀県・福岡県での大

雨特別警報，8 日 6 時頃の岐阜県・長野県での大雨特別警

報の発表が注目を浴びており，大きな報道に対応して投稿

が増加することがわかる．  

 

3. 分析結果 

3.1 共起ネットワークによるツイート内容の可視化 

 ツイートの内容を把握する方法として共起ネットワーク

を用いた．本研究では連続する単語 A と単語 B に対して共

起(𝐴 ⇒ 𝐵)を抽出し，出現頻度と単語 A，単語 B それぞれ

に対する共起率を求めた（例: 千曲川 ⇒ 氾濫）． 

共起率(𝐴 ⇒ 𝐵|𝐴) =
共起(𝐴 ⇒ 𝐵)の出現頻度

単語𝐴の出現頻度
 

共起率(𝐴 ⇒ 𝐵|𝐵) =
共起(𝐴 ⇒ 𝐵)の出現頻度

単語𝐵の出現頻度
 

共起の出現頻度や共起率に条件を付け，共起ネットワーク

に表示する共起を抽出した．また，本研究ではオリジナル

ツイートのみを対象としているため，ツイートに対するリ

ツイート数・お気に入り（いいね）数を注目度として共起

の頻度を考慮した． 

 2019 年 10 月 12 日 13 時台のツイートデータで作成した

共起ネットワークを図 3 に示す．円の大きさは単語の出現

頻度，矢印の太さは共起の出現頻度，矢印の濃さは共起率

(𝐴 ⇒ 𝐵|𝐴)の高さを表している．図 3 より，「千曲川 ⇒ 増

水」や「想像 ⇒ 超える」など，川の状況についての投稿

が多数あったことがわかる．千曲川の氾濫は 20 時 50 分頃

とされているが，13 時台の時点でも危険な状態であったこ

とも推測される． 

 共起ネットワークでは 1 つの単語に複数の繋がりがある

とき，前後の単語の関係が把握しづらい．特に本研究では，

「千曲川」はどのツイートにも出現するため，「千曲川」と

共起する前後の単語の繋がり方の把握が困難である．そこ

で，各ツイートの単語の出現頻度を用いてクラスター分析

を行い，単語のグルーピングを行った．単語は得られた共

起に出現した単語を対象とした．図 3 は円の色でクラスタ

ーを表しており，「上陸」，「前」，「水位」，「上がる」が同じ

クラスターに属したため，「上陸前に千曲川の水位が上がる」

という繋がった文章として読み取ることができる． 

 

3.2 添付画像の抽出と出力システム 

 実際にどのような画像が投稿されていたか，R の jpeg パ

ッケージを用いて，ツイートデータから添付画像の抽出を

行った．このとき，ツイート内容と添付画像との関係を見

つけるために，各クラスターの単語が使われているツイー

トの添付画像を抽出した．また，ツイート内容と添付画像

との関係を把握しやすくするために，共起ネットワークと

添付画像を同時に出力するシステムを作成した． 

2019年 10月 13日 7時台の共起ネットワークと添付画像

を同時に出力するシステムの表示画面を図 4 に示す．画面

の左側はその時間帯の共起ネットワークを表示し，右側は

選択したクラスターの単語が含まれるツイートの添付画像

を最大 20 枚表示している．画像の上部にはツイートの投

稿日時と注目度も表示している．図 4 について，共起ネッ

トワークでは「北陸新幹線車両センター」や「E7 系」など

新幹線水没の報道について多く投稿されていることがわか

る．さらに「E7 系」が含まれるツイートの添付画像には新

幹線水没の様子を写した画像が多く投稿されていたことも

わかる． 

この可視化システムの機能として，対象日時，共起率の

下限，共起頻度の順位の下限，最大クラスター数，画像を 
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図 3: 千曲川関連ツイートの共起ネットワーク（2019 年 10 月 12 日 13 時台） 

 

表示させるクラスター番号が設定でき，注目したい対象を

インタラクティブに分析・可視化をすることができる．ま

た，共起ネットワークを選択したクラスターの単語と直接

繋がっている単語のみの表示する機能や，1 つのツイート

本文と添付画像を表示する機能も設定している．上記の機

能に設定した 10 月 12 日 16 時台の結果を図 5 に示す．千

曲川が氾濫する 4 時間以上前ではあるが，川の流れが速く

なっている写真が投稿されていた． 

 

3.3 降水量とツイートの同時可視化システム 

 2020 年 7 月 1 日～9 日の降水量について，気象庁[8]から

データを収集した．気象庁からは 1,000 地点以上の観測地

の 1 時間ごとの降水量を収集することが可能であり，これ

を地図上にマッピングすることで，天候の変化を直感的に

理解することを目指した．また，降水量とツイート数の地

域による関係を見つけるために，都道府県ごとに降水量の

合計値と都道府県名が含まれるツイート数を集計した． 

 13日 7時台の共起ネットワークと添付画像を同時に出力

するシステムの表示画面を図 6 に示す．右側は共起ネット

ワークを表示し，左側上段は各観測地の降水量（日単位の

時は合計値），左側下段は選択した都道府県のツイート数と

降水量の合計値の推移を表示している．各観測地の降水量

は色が濃くなるほど降水量が多く，観測地にカーソルを置

くと地名と降水量が表示される．図 6 の共起ネットワーク

を見ると，「佐賀 ⇒ 長崎 ⇒ 福岡」の大雨特別警報が発表

された地域の他に，「岐阜 ⇒ 長野 ⇒ 記録的」というまだ

発表されていない地域も話題にあがっていることがわかる．

ここで降水量を確認すると，確かに九州地方の降水量は多

いが，岐阜県や長野県周辺においても降水量が多い地域が

あることがわかる．また岐阜県のツイート数と降水量では，

8 日の大雨特別警報発表のタイミングでツイート数が急上

昇してはいるが，6 日の夕方頃からツイート数は増えてお

り，降水量も少なくない値が継続していることがわかる． 

この可視化システムの機能として，対象日時と推移グラ

フで表示する都道府県を選択することができる．また，時

間帯については 1 時間ごとの結果と図 5 のような 1 日分の

結果の選択もでき，1 時間後の結果を自動で更新する機能

も追加した（現在は 5 秒ごとに 1 回更新されるよう設定し

ている）．さらに，このシステムのデータ・プロブラムを

GitHub にて公開しており，誰でも利用できる可視化システ

ムを目指している． 

 

4. 考察 

 令和元年東日本台風や令和 2 年 7 月豪雨時のツイート数

の推移から，大雨特別警報などの報道時にはオリジナルツ

イートであっても多く投稿されることが明らかになった．

共起ネットワークではその報道の内容が抽出することがで

き，添付画像ではその報道と関連する画像が多く投稿され

たことも明らかになり，より当時の状況を把握することが

できた． 
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図 4: 共起ネットワークと添付画像を同時に出力するシステムの表示例（2019 年 10 月 13 日 7 時台） 

 

 

図 5: 氾濫前のツイートと添付画像（10 月 12 日 16 時台） 

 

本研究でわかった重要な知見としては，ツイート数が急

上昇する前の時間帯に重要な情報が隠れている可能性があ

るということである．図 5 では川の氾濫に関する報道より

も前に，川の水位が上昇している写真，川の流れが速くな

っている写真などで，氾濫の危険性を示している投稿を見

つけることができた．また，図 6 では岐阜県や長野県が大

雨特別警報の発表される前からかなりの大雨になっていた

ことも予想できる．降水量のマップだけでは九州地方だけ

に注目してしまうが，共起ネットワークと合わせて見るこ

とで，大雨特別警報がまだ発表されていない地域の中でも

危険な地域を発見することができた．降水量とツイート数

の推移を見ることで，実際に大雨は特別警報よりも前から

発生していることが確認でき，その時間帯の情報を素早く

広めることができれば，市民の防災・避難行動を誘発・支

援できると考えられる． 

図 6 の可視化システムでは，ある日付の共起ネットワー

クに出てきた都道府県について降水量とツイート数の推移

を確認する分析と，一方である都道府県の降水量とツイー

ト数の推移から注目したい日付について共起ネットワーク

を確認するといった探索的な分析が可能となっており，こ

のシステムの有効性を示すことができると考えられる．こ

の可視化システムを活用してもらえるように分析内容や可

視化方法などを検討していく． 

 

5. まとめ 

令和元年東日本台風と令和 2 年 7 月豪雨時のツイートに

ついて分析・可視化を行った．共起ネットワークを作成し，

ツイート内容を俯瞰的に可視化した．また，添付画像や降

水量データと組み合わせて表示する可視化システムを作成

した．対象の日時に合わせたインタラクティブな可視化シ

ステムを作成した． 

我々は災害時のツイート分類やマッピング[9]，効率的な

情報収集[10]，Twitter を利用した災害情報共有システムの

構築[11][12][13][14]などの研究に取り組んでおり，本研究

で得られた知見をそれらの研究にも反映させていきたい．

なお，今回構築したシステムは，収集済みのツイートデー

タに対する分析結果を可視化するものであるが，今後災害

発生時にリアルタイムに分析結果を表示するシステムの構

築を目指していきたい． 
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図 6: 降水量と共起ネットワークの同時可視化システムの表示例（2020 年 7 月 7 日） 
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